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研究成果の概要（和文）： 
 造血器腫瘍を中心とした易感染性患者を対象として，根尖性歯周炎等の口腔内感染巣が易感

染性患者の好中球減少性発熱に及ぼす影響を明らかにした。化学療法時あるいは造血幹細胞移

植期の好中球減少性発熱の発生を調べたところ，根尖性歯周炎の急性化以外の原因が否定的で

ある好中球減少性発熱を呈した症例を経験した。この結果をはじめとして，易感染患者におけ

る根尖性歯周炎等口腔内感染巣の治療の重要性を成果として公表した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 I have studied the influences of oral infections such as endodontitis on the febrile 
neutropenia in compromised patients. We experienced a case that acute endodontitis was 
strongly suspected as a cause of febrile neutropenia in patients undergoing chemotherapy 
for hematological malignancies. Based on this case, and further studies on association 
between oral infections and febrile neutropenia, I suggested the significances of 
treatment for oral infections for compromised patients.   
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１．研究開始当初の背景 

白血病治療では抗がん剤による化学療法が

行われ，これのみでは予後が悪いと考えられ

る場合に造血幹細胞移植がさらなる治療の選

択肢となる。いずれの治療も化学療法に伴う

骨髄抑制で白血球数がゼロに近い易感染状態

を来たすことから，感染管理が大きな課題と

なる。口腔内感染巣にも注意を払うべきであ

り，根尖性歯周炎はその一つと考えられる。 

白血病治療を行う血液内科医を悩ませるも

のとして，好中球減少に伴う発熱（febrile 

neutropenia）がある。febrile neutropenia

は種々の疾患に随伴して発生するが，血液疾

患の治療中はその発生頻度が極めて高い。血
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液疾患におけるfebrile neutropeniaの特徴

は，経過が急激であり，敗血症様の症状を呈

しながら原因菌不明例が多いことである。 

根尖性歯周炎等の口腔内感染巣も，易感染

性患者の感染管理上注意を払うに十分値する

と考えた。一方で，根尖性歯周炎等の口腔内

感染巣とfebrile neutropeniaとの関連をみ

た研究は国内外で非常に少ない。 

 

 

２．研究の目的 

根尖性歯周炎等の口腔内感染巣が易感染性

患者の好中球減少性発熱に及ぼす影響を調べ

ることとした。 

 

 
３．研究の方法 

血液・腫瘍内科と積極的なチーム医療を展

開しており，その活動の中で，造血器腫瘍を

中心とする血液疾患患者を対象とし，歯内・

歯周治療を中心とした口腔内感染巣の除去を

行なった。患者の全身状態によっては一過性

の菌血症を伴う感染根管治療が困難な患者も

存在し，化学療法に入るときの感染根管の保

有状況は様々となった。これら患者を対象と

し，血液・腫瘍内科の全面的な協力を得て，

他の感染（肺炎など）等の交絡因子を排除し，

解析することにより，根尖性歯周炎等の口腔

内感染巣とfebrile neutropeniaの関連につ

いて調査研究を試みた。 

 

 

４．研究成果 

化学療法時あるいは造血幹細胞移植期の好

中球減少性発熱の発生を調べたところ，根尖

性歯周炎の急性化以外の原因が否定的である

febrile neutropeniaを呈した症例を経験し

た。この結果をはじめとして，易感染患者に

おける口腔内感染巣の治療の重要性を成果と

して公表した。 

造血幹細胞移植期には放射線治療や大量化

学療法で口腔粘膜炎・潰瘍が頻発し，口腔粘

膜は感染経路になり得る。この感染経路で重

要視すべき細菌を明らかにした。特筆すべき

は，造血幹細胞移植期にはstreptococciなど

の口腔内常在菌の保有者は減少し，

coagulase-negative staphylococciの保有者

が極めて増加することがわかった。

coagulase-negative staphylococci菌血症あ

るいは敗血症はカテーテル感染等が疑われる

ことが多いが，口腔粘膜炎・潰瘍からの感染

も疑うべきであることを示した。 

また，白血病性歯肉増殖における歯周感染

等の口腔内感染巣の関与も調べ，歯周感染等

の口腔内感染巣が白血病性歯肉増殖の病態の

一翼を担うことを示唆するに至った。 

これら研究内容は国際学会，国内の医科系

および歯科系の主要学会で報告・発表した。

また，論文は国際誌に受理され，掲載された。 
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